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0(97.9% C.L.)で Cl｡･Re(C,)の項が負であり､標準理論と一致 していることを示 している｡q2が4.3
GeV2/C4以下の領域においては､標準理論との予測と1.80･(6.6%C.L.)離れており､1.40･(84.1%)でC,と
C相の相対的な符号が負であることを示唆している｡これらの結果は､標準理論を越える物理の模型を制
限するために使われる｡本解析結果での誤差は統計的な揺らぎによる誤差が支配的であり､系統誤差は小
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さい.BeleI実験などで期待される高統計のデータを用いて測定した場合には､Wilson係数の精密測定
などに､さらに重要な役割を果たすことが期待できる｡
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論文審査の結果の要旨
佐藤優太郎君の博士論文テーマは ｢準包括的再構成法を用いたB-Ⅹsl+1-崩壊におけるレプトン前後
非対称度の測定｣であるが､このモードは標準理論ではループを通して始めて起こりうる希少崩壊であり､
標準理論を超える物理の効果が出やすいと考えられているモードである｡それ故､Bele実験でももっと
も重要なテーマの一つとされている｡さらにこのモードは､ 2年後に始まるSuperKEKBにおいてさらに
重要度が増すと考えられている｡佐藤君はこの解析を自分で選び､必要な時にはエキスパートの助けを自
分から求めて､ほぼ独力で解析を完結した｡解析の手法では､小さなq2での検出効率の低下を補正する
方法など､独創的なものが含まれている｡佐藤君はこの論文を手がける前に､博士後期 1年目で ｢B-pi
タギング法を用いたY(5S)共鳴からのCP非保存角philの測定｣をすでに完成させphysicalReviewLet-
tersに発表しており､それらのことからBe1e共同実験グループ内でも､佐藤君の評価は非常に高い.以
上より､この論文は佐藤優太郎君が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示していると判断した｡したがって､この博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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